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三
田
學
會
雜
餘
第
四
十
八
卷
第
十
一
號

•

*
 

• 

«

4

こ
と
を
意
味
す
る
。
從
つ
て
數
ヵ
年
以
上
に
亙
る
同
一
罾
㈣
に
種
 々

を
®

め
た
^<

2
、

不
平
等
度
の
順
位
は
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

厚
坐
經
濟
學
の
見
地
か
ら
は
經
濟
的
厚
生
が
等
差
級
數
的
に
增
大
す
る
た
め 

に
は
所
得
は
等
比
級
數
的
に
增
大
す
る
必
要
が
あ
る
。
再
分
配
が
行
わ
れ
た
と 

き
不
平
等
係
數
ば
そ
の
前
後
の
變
容
を
明
確
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ 

の
意
味
に
お
い
て
平®

差
と
パ
レ
I
ト
係
數
は
失
格
す
る
が
他
の
係
數
は
合 

格
す
る
。

丨 

證
章
と
菌
章
で
は
旣
知
の
不
平
等
係
數
に
つ
い
て
の
吟
味
が
行
わ
れ 

る
。
先
ず
ロ
ー
レ
ン
ッ
^
^
で
あ
る
が
こ
れ
は
低
額
所
得
者
の
方
か
ら
累
積
度 

數
を
來
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
不
平
等
を
釀
成
す
る
主
た
る
要
因
は
高
額
所
得 

層
で
あ
る
か
ら
こ
の
累
積
法
で
は
不
平
等
の
様
相
を
明
ら
か
に
反
映
で
き
な
い 

缺
點
が
あ
る
。
そ
の
上
こ
のi

は
連
續
§

を
假
定
し
て
い
る
が
實
際
は
折 

線
を
用
い
る
.の
で
こ
こ
に
も
擬
制
が
あ
る
。
パ
レ

ー

ト
係
數
は
.周
知
の
如
く
不 

平
等
の
意
味
に
つ
い
て
曖
昧
，な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
デ
ブ
ラ
法
則
は
今
日
で
は
最 

も
優
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
石
。
所
得
分
布
が
ニ
項
分
布
に
な
る
た
め
に
は

㈠ 

■
そ
の
變
動
の
要
因
が
無
數
で
あ
り
、㈡
そ
の
效
果
は
相
互
に
獨
立
で
あ
り、
(-
) 

そ
の
個
々
の
效
果
が
全
體
に
比
べ
て
極
め
て
小
さ
い
、
と
一
衣
ぅ
三
前
提
を
売
す 

巡
要
が
あ
る
。
デ
ブ
ラ
は
こ
の
第
ニ
點
を
修
JH
し

て
而

が

所

得
'
0;
に
比
例 

す
る
と
の
假
定
を
設
け
て
そ
の
分
冻
法
规
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
所 

得
の
變
動
がra

n
d
o
m

 s
h
o
c
k

に
依
存
す
る
と
考
え
る
こ
と
.が
果
し
て
妥
當 

か
否
か
に
つ
い
て
問
題
が
殘
る
。

 

.

第
五
章
で
は
階
層
の
切
り
方
が.と
り
上
げ
ら
れ
、
低
額
層
と
高
額
翳
の
分 

布
、
最
高
所
得
層
に
お
け
る
動
勞
、
事
業
、
財
產
所
得
の
相
對
比
率
が
示
さ
れ 

て
い
る
。
も
し
財
產
所
得
のウ
ェ
イ
ト
が
最
大
であ
る
と
す
れ
ば
高
額
層
內
部

穴

ひ

へ

八

九
5:

の
不
平
等
度
は
不
況
時
に
は
減
少
し
好
況
時
に
は
增
大
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
y

し 

で
景
氣
變
動
と
の
關
係
に
お
い
て
ク
ズ
ネ
ッ
ッ
の
資
料
が
引
电
さ
れ
る
。
失
業 

は
低
額
所
得
層
の
'人
員
を
增
加
さ
せ
る
が
主
と
し
て
影
響
を
受
け
る
の
は
不
熟 

.
練
勞
働
者
で
あ
る
。
高
賃
銀
所
得
者
は
勞
働
組
合
紐
織
に
よ
り
そ
の
影
響
の
受 

け
方
が
比
較
的
少
な
い
。
か
く
し
て
賃
銀_

の
變
化
が
醫
さ
れ
る
。
第
六 

章
で
は
一
八
九0

年
以
S

日
本Q

所
得
霧
が
と
り
上
げ
ら
れ
こ
れ
に
對
す 

る
デ
ブ
ラ
係
數
の
適
合
度
が
檢
さ
れ
水
準
と
分
布
の
關
係
に
及
び
1

性
向
と
.
 

の
關
係
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
七
章
で
は
わ
が
國
の
企
業
收
益
の
分
素
ら
利
潤 

の
集
^
-
を̂
考
察
し
第
八
章
の
賃
銀
分
布
と
舞
比
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
大
正 

十
三
年
、
昭
和
ニ
年
の
勞
働
統
計
{賞
地
調
査
に
基
づ
い
て
口
ー
レ
ン
ッ
農
に 

.よ
る
者
察
が
行
わ
れ
、
昭
和
ニ
、
三
、
四
年
の
分
拖
と
の
比
較
が
行
わ
れ
る
。

か
く
し
て
第
九
章
で
階
層
順
位
の
變
化
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
低
額
所
得
層 

と
高
額
所
得
層
と
が
完
全
に
入
办
換
つ
た
場
合
の
所
得
分
相
に
つ
い
て
の
變
化 

が

議

さ

れ

る

。
第
十
章
で
は
分
祐
の
決
定
要
因
と
し
て
^
生
來
の
變
の
差 

異
、
財
產
相
續
に
よ.る
利
益
の
維
持
、㈡
循
環
變
動
の
效
果
、㈢
財
政
々
策
の 

效
果
を
擧
げ
、

マ
ル
シ
ャ
ク
に
從
つ
て
確
率
成
長
の
法
則
を
展
開
す
る

。

I

d
 

輩
な
場
合
を
考
え
て
總
人
口
 

N
が
不
變
、
總
所
得
は
一
殳
、
出
發
點
た
る 

年
度
に
は
完
全
平
等
の
分
配
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
次
の
年
か
ら
毎
年
人 

ロ
の
半
分
が
無
作
爲
に
選
ば
れ
て
一
方
の
半
分
は
1
ド
ル
を
得
、
他
の
半
分
は 

1
ド
ル
を
失
ぅ
と
す
る
。
所
得
水
準
は
不
變
で
も
び
の
値
は
時
の
經
過
と
共 

に
增
大
し
十
九
年
後
か
ら
二
十
三
年
後
に
至
る
四
年
間
に
不
平
等
度
は
一
〇

％
■ 

上
昇
す
る
。
メ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ゥ
ゼ
ン
の
實
測
に
よ
れ
ば
一
九
ニ
九

——

三
三
年 

の
間
に
變
化
係
數
は
約
一
割
上
昇
し
て
い
る
が
、

マ
ル
シ
ャ
ク
は
こ
の
事
實
を 

以
上
の
確
率
論
的
說
明
だ
け
に
よ
つ
て
も
爲
し
得
る
點
を
指
摘
し
て
い
る
。
第

i
1

に
は
各
人
の
利
益
を
得
る
機
會
が
富
者
に
も
賢
者
に
も
均
等
に
分
布
し
て
い 

る
場
合
を
考
察
し' 
各
人
の
所
得
變
化
は
、
平
均
所
得
の
變
化
と
確
率
'變
數
の 

和
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
る
。
デ
ブ
ラ
の
分
^
法
則
の
前
提
は
前
述
し
た
と 

ろ
で
あ
る
が
、一

般
に
經
濟
量
の
變
化
に
は
次
の
三
っ
の
場
合
が
あ
り
う
る
。 

㈠
そ
の
標
準
偏
差
が
全
く
，外
生
的
な

H
3
n
d
o
m

 

s
h
o
c
k

を
受
け
て
連
續
的
に 

增
大
し
っ
っ
あ
る
場
合
、
こ
れ
が
デ
ブ
ラ
の
假
定
で
あ
る
。
㈡
そ
の
標
準
偏
差 

が
全
く
內
坐
的
な
經
濟
諸
力
に
ょ
っ
て
決
定
さ
れ
、
變
化
は
獨
立
で
な
く
前
の 

時
點
に
依
存
す
る
場
合
、
闫
そ
の
經
濟
諸
力
は
嚴
格
で
な
く
一

 

部
分
は
衝
擊
を 

受
け
る
餘
地
の
あ
る
場
合
、
ヵ
レ
ツ
キ
ー
は
こ
れ
等
の
假
定
.の
中
、
第
三
の
場 

合
が
最
も
現
實
的
で
あ
る
と
し
て
標
準
偏
^
が
變
化
す
る
と
き
經
濟
量
が
對
數 

正
規
分
布
す
る
た
め
の
條
件
を
求
め
て
い
る
。

ネ
ィ
マ
ン
は
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
行
っ
た
經
濟
分
析
に
對
し
、
經
驗
的
經
濟
分
析 

の
態
度
は
コ
ペ
ル
 

一

T

ク
ス
以
前
の
天
文
學
者
の
仕
事
に
似
て
い
る
と
の
批
評
を 

下
し
て
い
る
。
そ
れ
は
假
說
そ
の
も.の
を
深
‘

う
こ
と
な
し
に
現
象
の
記
述 

の
み
に
意
を
用
い
て
い
る
。
假
設
自
體
の
吟
味
が
な
く
て
も
見
か
け
上
の
現
象 

の
説
明
は
可
能
で
あ
り
、.天
文
學
で
S
え
ば
地
球
中
心
假
說
で
も
天
體
の
運
行 

に
っ
い
て
豫
測
さ
え
な
し
得
た
の
で
あ
る
。

「

資
本
主
義
經
濟
.の
持
っ
不
確
定 

要
素
の
姓
質
、
そ
し
て
そ
れ
が
確
_
法
則
に
從
う
と
す
る
假
設
は
さ
ら
に
吟
味 

を
要
す
る
。
確
率
變
數
の
分
祐
が
正
常
型
を
な
す
と
一

K

う
假
定
は
經
濟
學
者
の 

屢

々
ヰi

す
る
と
こ
ろ
で
あ
るが
、

そ
れ
は
統
計
的
假
設
檢
定
法
が
未
熟
で
あ 

る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
デ
ブ
ラ
分
相
が
他
の
分
布
亿
比
し
て
卓
越
し
て
い
る 

の
.も
正
規
型
に
關
す
る
統
計
學
の
全
知
識
を
利
用
で
き
る
か
ら
に
外
な
ら
な 

い
。
所
得
分
相
の
變
動
樑
式
の
探
究
は
ま
さ
に
統
計
學
の
發
達
と
共
に
前
進
す 

る
は
ず
で
あ
る
。

」

とIK

う
の
が
著
者
の
結
論
で
あ
る
。
：
‘こ
の
外
に
附
織
と.L

書
.部
及び
紹

A

て
、.
㈠
明
治
一
一
十
丨
昭
和
一
一
十
一
、
及
び
二
十
六
年
度
に
お
け
る
累
年
の
所
得 

分
布
資
料
、
㈡
明
治
三
十
四
I
昭
和
一一

十
一
年
に
お
け
る
課
稅
所
得
の
構
成
比 

率
、
㈢
昭
和
五
丨
十
六
年
に
お
け
る
梁
年
の
營
業
所
得
の
分
葙
と
明
治
三
十
七 

丨
陌
和
十
一
年
に
お
け
る
累
年
の
營
業
税
額
分
布
、
H
明
治
三
十
丨
昭
和
元
年 

に
.お
け
.る
資
本
金
の
業
種
別
構
成
、㈤
デ
ブ
ラ
係
數
の
計
算
例
が
示
さ
れ
て
い 

以
上
で
解
る
ょ
ぅ
に
本
書
は
，豐
富
な
統
計
資
料
を
縦
横
に
騾
使
し
て
パ
レ 

丨
ト
か
ら
^
^
に
至
る
ま
で
の
分
祐
論
を
徵
系
的
に
と
り
ま
と
め
つ
つ
批
判
を 

加
え
た
も
の
で
斯
學
に
志
す
者
に
と
つ
て
の
好
參
考
書
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
結 

論
が
ど
ち
ら
か
と1K

え
ば
統
計
學
的
分
析
に
ゥ
工
ィ
ト
が
お
か
れ
て
い
る
が
今 

後
の
方
向
と
し
て
經
濟
學
的
分
析
に
つ
い
.て
も
一
餍
の
精
密
化
を
期
待
し
た
い 

も
の
で
あ
る
。

. 

(

鈴

木

諒

1
)

Studies 

s 

^
o
o
i 

and Wealth, 

一
 oL 

15, 

National 

Bureau 

of 

Economic 

Research-

-

國
民
所
得
の
硏
究
は
最
近
の
計
量
經
濟
學
界
に
お
け
る
最
も
注
目
さ
れ
て
い 

る
分
野
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
消
費
及
び
投
資
を
規
制
す
る
要
因
が
單
に

^

 

と
し
て
の
所
得
だ
け
で
な
く
、
資
本
蓄
積
高
や
流
動
資
產
等
の

w
c+
o
o?r 

が
重
視
さ
れ
る
必
要
が
認
め
ら
如
、

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
以
來
放
置
さ
れ
て
き
た 

國
富
.の
理
論
が
こ
こ
に
再
登
紙
す
る
に
至
っ
た
。

叢

書

I
n
c
i
e

 

I
 

W
e
a
l
t
h
,

 

N
a
t
i
o
n
a
l

 

B
u
r
e
a
u

 

o
f

 E
c
o
n
o
m
i
c

 

R
e
s
e
a
r
c
h

 

は
ま
さ
に 

か
か
る
要
求
に
應
じ
て
發
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
第
十
五

六j 

(

八
九
三)



家 族 世帶所得 人員數 理論的
所得

A
ドル

1
ドル

B 100 2 100

C 50 3 150

六
ニ 

へ
八
九
呼)

資
钋
か
ら
茭
出
と
貨
幣
所
得
の
關
係
に
つ
い
て
、
二
人
、
三
人
、
四
人
及
び
そ 

れ

以

上

の

世

帶

に

つ

い

て

夫

g々
卩M1

7
1
+
0
.
4
5
;
r
,

<s
5
=
1
3
8
2
+
o
.
4
9
i
r
, 

5
/
Hoo
oo
9
+
0
.
6
0
.
8
4
a
;
,

 

な
る
囘
歸
方
程
式
を
導
き
、 

a
=
0
.
2
4
1
6

00, 

6=0.00074,

 

c
=
0.000007 

を
得
て
い
る
。
し
か
し
何
故
か 

か
る
函
數
形
が
成
立
す
るか
の
理
論
的
證
明
は
な
い
し
、
統
計
資
料
も
®
め
て 

簡
單
に
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
か
か
る
法
則
が
一
殷
的
に
成
立
し
得
る 

か
否
か
に
は
疑
問
が
殘
る
わ
け
で
あ
る
。

 

.

.

■
第
一
一
編
で
は
口

 

I
レ
ン
ッ
：

が
出
發
點
と
な
る
。
ピ
グ
ゥ
の
厚
生
經
濟
學 

を
始
め
、
理
論
上
は
屢
々
最
少
の
不
平
等
度
が
望
ま
し
い
と
の
議
論
が
行
わ
れ

.
 

る
。
し
か
し
各
人
の
欲
望
充
足
の
比
較
に
際
し
て
均
等
分
布
が
成
立
つ
た
め
に 

は
凡
て
の
所
得
者
は
同
人
數
の.抉
養
家
族
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
實
際 

勺

グ 

.
に
は
各
世
帶
の
家
族
構
成
は
異
な
る
か
ら
、
翼
 

g
r#
5

10
15
者
と
し
て
均
等
のi

を
充
す
た
め
の
最
適
分
布

_
_
：

-
-

--
-

-

-形
態
は
所
得
者
間
の
分
布
が
完
全
に
平
等
と
な
る

聽

1

2
 

3

'こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
故
ロ
 

I
レ
ン
ッ
曲
線 

人

'

が
均
等
分
布
線
に
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
。
理
論 

 ̂

.

的
所
得
分
布
と
實
際
上
の
所
得
分
布
と
は
上
表
の 

^

15
10

5

如
く
に
對
比
さ
る
べ
き
で
あ
る
。こ
の
差
が
現
れ

k

-

-

-

-

-

-
1

る
原
因
と
し
て
は㈠
才
能
、
環
境
、
財
產
の
差
、

族 

㈡
經
濟
活
動
の
循
環
運
動
、㈢
政
府
の
政
策

㈣ゝ
人 

家

A

B

V

.

/ 

ロ
の
性
別
年
齡
別
構
成
、
.
^
都
會
化
の
程
度
と
地

I

-

--
-

-

-

-

-

-
理
的
位
置
、
所
得
分
布
を
考
察
す
る
際
の
單
位
時

間
等
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

- 

第
三
編
で
は
こ
れ
等
の
要
因
の
影
響
が

一

層
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
。
先
ず
一

.

j

一
 j

田

學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
十
一
驄

粒

(
N
e
w

 Y
o
r
k
,

 

1953, 

P
P
,
2
3
0
+
V
H
1
)

を
紹
介
し
よ
う
。こ
の
書
は 

論
文
集
で
あ
り
、
第
.一
編
家
族
構
成
の
差
に
よ
る
所
得
の
比
較
.

(

フ

リ

ー

ド

，
マ 

ン)
、
、
第
二
編
所
得
の
不
平
等
度

(

ガ
I
ヴ
ィ
：}、

第
三
編
世
帶
所
得
の
地
域 

的
、
社
會
的
、
入
種
的
、
職
業
的
比
較

(

ジ
ョ
ン
ソ
ン〕

、

第
四
編
所
得
、

消 

費
及
び
貯
蓄
の
年
令
別
比
較

(

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー)

、

第
五
編
世
帶
貯
蓄
と
所
得 

水
準
及
び
分
葙
と
の
關
係

(

ブ
ラ
デ
ィ
}
、

第
六
編
農
家
世
帶
の
茭
出
曲
線
と 

所
得
概
念(

レ
イ
ド)
、
第
七
編
都
市
と
農
村
の
等
生
活
水
準

c

ォ
ー
シ
ャ
シ 

ス
キ
ー)

、
第
八
編
今
後
の
動
向

(

ク
ズ
ネ
ッ
ツ)

と
な
つ
て
い
る
。

本
稿
で 

は
主
と
し
て
®

的
な
論
文
に
つ
い
て
述
べ
て
見
よ
う
。

第

1

編
で
は
i

の
釋
造
に
及
ぽ
す
諸
要
因
を
擧
げ
、
家
計
の
分
類
基
準
を 

求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
あ
る
世
帶
の
總
所
得
を
r
食
物
へ

の
總
茭
出
を
T

と

し
A

B
を
常
數
と
す
れ
ば
、

T
=
A
+
B
r

-(1)

な

る1

次
關
係
式
が
成
立
す
る
と
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
S
を
家
計
に
お
け

る
成
人
の
數
と
す
れ
ば

T
/
S
=
A
+
B
r
/
S

.(
2
)

を
得
る
。
更
に
こ
れ
に
年

齡
差
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、

一
九
二
八
年
の
w ed

e
r
a
l

 E
m
p
l
o
y
e
e

切 

S
t
u
d
y

に
お
い
て
探
用
さ
れ
た®

に
よ
れ
ば
、
十
五
歲
以
上
の
男
子
、
十
五 

歲
以
上
の
女
子
、
十
一ー
十
四
歲
の
兒
童
、
七
丨
十
歲
、
四

—

六
歲
、
三
歲
未 

滿
の
兒
童
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
か
か
る
詳
細
な
分
類
を
數
式
に
導
入
す
る 

こ
と
に
は
多
く
の
複
雜
性
が
あ
る
の
で
、
佌
帶
の
成
員
の
數
を

M
I
、
そ
の
年

齡

を

2/
で

表

わ

し
s

l

"

f

^

.

.(

Co)

と
お
く
。

世
帶

主
_
身
を
成
員
の
中
に
數
え
な
け
れ
ば
、
こ
の
式
は
一
次
式
に
書
き
變
え
ら

れ
、
s
a
h
c
a
+
^
2
/

.(
4
)

と

な

る
.0
例
え
ば
十
二
歲
の
少
年
と
十
歳
の

少
女
を
持
つ
夫
婦
の
世
帶
で
は
、M
"
l士 

f+
X
2
f
+
l
t
l
s
+
a
l
/

十

1
0
&
1
/
+
1
8
C
1
/

と
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

フ
リー

ド
マ
ン
'i
v
.
リ
ノ
イ
M'
l

の

J0.1 0.2̂  0.4. 0.60.81.0 2.0 4.0 0.08.0 所 得

(千ドル）

第 一 圆

10.0 20.0 
J I 1--- --

人
の
生
活
保
護
を
受
け 

て
い
な
い
世
帶
の
中
位 

數
が
比
較
さ
れ
る
。
こ 

の
二
っ
が
所
得
の
地
域 

別
比
較
で
あ
り
、
そ
の 

次
に
都
市
別
地
域
別
の 

白
人
と
非
白
人
の
都
市 

生
活
者
の
所
得
が
比
較 

さ
れ
る
。
こ
の
外
性
別 

職
業
別
產
業
別
の
平
均 

所
得
が
比
較
さ
れ
て
い 

る
。
こ
の
編
は
專
ら
實 

證
的
記
述
に
終
っ
て
い 

る
が
第
四
編
で
は
や
や 

理
論
的
な
分
析
が
な
さ 

れ
る
。
先
ず
年
齡
別
の

0

0 

0

,

0
 

o
 

0

8
 

6
 

4
 

0.
8.
6.
4.
2.
1

0.
0

0

1
A

支

出

{千
ド
ル)

九
ニ
九
、

ー
九
四0'
、

ー
九
四55
;

.

年
に
つ
い
て
ニ
ユ
|
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
始
め 

十
地
區
の
農
業
經
營
者
の
平
均
純
所
得
が
比
較
さ
れ
、
次
で
農

i

働
者
の
月 

別
平
：

S
I
E
；

金
に
つ
い
て
同
櫧
の
比
較
が
行
わ
れ
る
。
非
農
家
に
つ
い
て
は
一
九 

三
五—

六
年
に
つ
い
て
先
の
十
地
區
を
更
に
大
中
小
都
i

に
分
け
て
土

i

m
位
人
口
と
所
得
の
百
分
率
と
兩
渚
の
比
率
が
示
さ
れ

(

一
九
四
六
年
度 

に
つ
い
て)

年
齡
別
の
所
得
分
布
か
ら
ロ
ー
レ
ン
ッ
曲
線
が
#'
-

ヵ
れ
る
，
そ
の 

.結
果
を
見
る
と
六
五
歲
以
上
の
分
葙
が
最
も
不
平
等
で
、
以
下
大
體
年
齡
が
低 

く
な
る
に
從
つ
て
平
等
化
し
て
き
て
い
る
が
、
.最
も
平
等
な
の
は
ニ
五1
三
四

書

評
.

及
.
び
.
紹

介

.

歲
で
、
ニ
四
#

^
滿
の
階
級
の
方
が
反
っ
て
不
平
等
で
あ
る
。
こ
の
不
平
等
を 

簡
ら
す一

因
と
し
て
財
產
の
保
有
高
の
不
平
等
が
あ
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ 

こ
で
年
齡
階
級
別
の
流
動
資
產
保
有
高
と
消
費
單
位
及
び
非
耐
久
財
の
保
有
量 

を
比
較
し
貯
蓄
の
年
齡
別
分
祐
に
及
ん
で
い
る
。
第
五
編
ブ
ラ
デ
ィ
の
所
說
は 

デ
ュ
-
*セ
ン
べ
.リ
I
の
相
對
所
得
の
假
說
を
發
展
せし
め
よ
ぅ
と
し
た
も
の
で 

か
な
り
詳
細
な
理
論
的
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
如
き
短
編
の
紹
介 

で
は
要
旨
を
盡
し
難
い
の
で
省
略
す
る
。

第
六
編
で
は
農
業
に
お
け
る
所
得
の
概
念
が
問
題
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
、 

'
第
一
圖
の
如
き
純
所
得̂
支
出
の
關
係
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
圖
を
見
る
と
消 

費

性

向

に

っ
：；

て

は

農

f

f議

S

U
明
ら
か
な
差
異
が
营
が
兩
者
の 

貨
幣
所
得
に
對
す
る
支
出
の
彈
カ
性
を
求
め
る
と
、
夫
々
〇
•
九
ニ
と
〇
.
.
九 

八
で
犬
な
る
差
ば
な
い
。
こ
の
嫌
な
事
實
が
見
ら
れ
る
一
つ
の
理
由
は
、
經
濟 

變
動
が
年
間
所
得
を
一
時
的
に
變
化
せし
め
、

し
か
も
そ
の
程
度
は
農
家
に
お 

け
る
方
が
强
く
、
地
域
的
に
も
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
農
家
所
得
の
計 

箅
に
際
し
て
は
多
く
の
不
芷
確
な
要
因
が
加
味
さ
れ
る
。
所
得
が
年
々
變
化
す 

る
た
め
、
農
家
で
は
所
得
が
消
費
性
向
を
決
定
す
る
適
當
な
要
因
で
は
な
く
な 

っ
て
き
て
.い
る
。
第
一
圖
を
更
に
分
勝
し
て
地
域
別
に
夫
婦
だ
け
の
農
家
の
所 

得
と
P

の
-相
關
圖
を
描
い
て
見
る
とサ
ウ
ス
ダn

タ
や
コ

P
ラ
ド
に
お
い
て 

は
支
出
が
所
得
に
よ
っ
て
受
け
る
影
響
は
僅
少
で
囘
_
線
は
水
平
に
近
く
な
る 

が
、
南
北
力
口
ラ
イ
ナ
で
は
所
得
の
增
加
と
共
に
消
費
の
增
加
す
る
度
合
も
著 

.
し
い
。
，都
市̂

農
村
の
_
:
>
<と
所
得
>
<
!の
關
係
を
示
す
同
§

を
比
較
す
る 

と
、.
.一
二
〇
〇
ド
ル
圾
下
の
、
所
得

階
級

を

含
む
>l
n
§

で

は

K

"
 

1

3

+
 

P
9
1
4
X
.

で
あ
る
の
に
對
し
、
四
〇
〇
|

一
六
〇
〇
ド
ル
の
所
得
階
級
を
含
む 

都

市

で

は

KJ
U
0
.
5
+
G
.
9

OO
3

X
な
る
關
係
が
あ
る
。
所
得
が
變
動
し
易
く
な
.

六

三

(

八
九
五)
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田
學
會
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一
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« 

•

る
程
支
出
曲
線
は
水
平
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
.し
が
し
辙
市
と
農
村
の
.支
出
曲

'線
が
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
の
は
、
中
位
の
所
得
層
を
と
つ
て
見
た
だ
け
で
は
そ

の
支
^

^
造
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
事
實
を
物
語
る
の
で
は
な
い
.か
。
農
家
の

i

に
お
い
て
は
自
家
生
產
さ
れ
る
食
料
と
燃
料
及
び
自
己
所
有
の
家
屋
の
賃

i 

_
値
が
重
要
な
役
割
を
占
め
る
。
こ
の
種
の
所
得
は
^
^
に
對
し
て
貨
幣
所

得
と
異
な
つ
た
影
響
を
興
える
と
者
え
ら
れ
る
し
、

し
か
も
後
者
よ
り
は
安
定.

的
で
あ
る
力
ら
、
こ
れ
等
の
項
目
を
切
り
離
し
て
考
え
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
ぅ
。

問

題

は

農

家

の

^

^

支

-t
o
と
資
本
支
出
と
の
定
萎
に
も
あ
る
。
濃
機
具
の
補 

樹
費
や
修
繕
費
は
明
ら
か
に
資
本
支
出
で
あ
る
が
、
多
く
の
農
家
に
お
い
て
は 

資
本
が
一
定
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
の
'で
こ
の
評
價
は
難
し
い
。
そ
こ 

で
㈨
こ
れ
等
の
項
目
を
茭
出
と
し
て
計
算
し
、
資
本
の
變
動
を
調
整
す
る
に
足 

る
だ
け
の
期
間
の
交
出
を
以
て
こ
れ
を
修JE
す
る
か
、
(b
)
資
本
支
出
を
全
く
支 

出
の
中
に
訊
上
し
な
い
で
消
耗
し
た
資
本
の
額
を
支
出
に
計
算
す
る
か
の
代
用 

法
が
と
ら
れ
る
。
し
か
し
何
れ
の
方
法
で
も
芷
確
な
減
價
償
却
の
計
算
法
が
必 

要
で
あ
り
、
價
格
が
安
定
し
て
い
る
と
き
で
さ
え
消
耗
し
た
資
本
の
債
格
を
把 

捉
し
難
い
こ
と
は
周
知
の*
實
で
あ
る
。
更
に
(0
)
双
«

の
操
業
費
用
だ
.け
を
農 

家
支
出
の
中
に
入
れ
消
耗
し
た
資
本
を
無
視
す
る
か
、
(C
0
現
在
の
操
業
費
と
補 

瑱
及
び
修
繕
費
だ
け
を
支
出
と
す
る
か
、
(e
)
全
資
本
支
出
を
支
出
の
中
に
算
入 

す
る
か
等
の
問
題
が
あ
る
。
.あ
る
年
度
の
生
產
所
得
の
增
加
の
一
部
は 

i
n
v
e
n
t
o
r
y

の
增
加
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
の
樣
な
事
態
が
起
る
場
合
に
は 

i
n
v
e
n
t
o
r
y

の
變
化
を
含
む
純
所
得
を
問
題
に
す
る
よ
り
も
、

こ
の
中
の
純
. 

現
金
所
得
だ
け
を
問
題
と
す
る
方
が
良
さ
そ
1
に
見
え
る
。
*

. i
n
v
e
n
t
o
r
y

の 

變
化
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
評
價
が
問
題
と
な
る
か
ら 

で
あ
る
。
第
三
に
農
業
支
出
と
家
計
支
出
と
は
あ
る
程
度
ま
で
結
合
し
て
い

.
 

六

四

(

八
九
六

)
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-
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. 

, 

.

る
。
自
家
翼
の
食
料
や
燃
料
が
こ
れ
で
あ
る
。
か
く
て
レ
イ
ド
は
純
現
金
所 

得
と
こ
れ
に
對
應
す
る
支
出
と
の
關
係
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
年
所
得
五
〇 

〇
ド
ル
に
お
け
る
家
計
支
出
の
彈
カ
性
を
見
る
と
、

ニ
ユ
ー
ジ
ャ

I
シ
|
〇. 

三
八
九
、
ペ
ン
，シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
〇
，
四
四
ー
ー
ー
、
ミ
シ

.ガ
ン
〇
*
ー
ー
八
〇
等
で
最 

高
は
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
〇*

七
八
ー
>

S

®は
コ
ロ
ラ
ド
•
モ
ン
タ
ナ
の
〇

.
一
 

五
七
で
あ
る
。

レ
イ
ド
の
論
文
は
相
當
に
長
く
、
こ
こ
に
そ
の
全
貌
を
紹
介
す 

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
統
計
的
把
捉
の
難
易
か
ら
所
得
㈣
ま
の
fr
i
iE
を
と
り 

上
げ
て
い
る
面
が
强
く
、
理
論
的
考
察
が
不
十
分
な
感
じ
を
受
け
る
。
最
後
の 

オ
ー
シ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
論
文
は
フ
リ
ッ
シ
ユ
說
の
所
得
^
力
性
を
修
芷
し

つ

つ
 

撒
市
農
村
の
同
等
の
生
活.水
準
を
求
め
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
は
や 

豫
定
の
紙
數
に
達
し
た
，の
で
他
の
機
會
に
紹
介
し
た
い
。

(

鈴

木

諒

J)

.
ハ
リ
ス
編
，

r

社

會

科

學

者

.シ
-
ム

ぺ

ー

タ

ー

』

‘

本
書
は
、
，ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
十
八
人
の
著
名
な
社
會
科
學
者
に
よ
る
シ
ュ 

ム
ぺ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
好
意あ
る
し
か
も
冷
靜
な
分
析
であ
る
。
そ
の
內
容 

は
、
大
き
く
五
部
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
序
論
と
し
て
編
輯
者

ハ
リ 

ス
が
筆
を
と
っ
て
い
る
。
第
二
部
は
、

「

人
と
學
說」

と
題
さ
れ
、

フ
リ
ッ
ツ 

ュ
、
ス
ミ
シ
I
ズ
、

ハ
！
''、ハ
ラ
I
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
等
に
よ
つ
て
敍
述
さ
れ 

て
I

る
我
々
は
こ
の
第
一
部
と
第
二
部
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
ー
o ' 

人
間
性
.に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
就
中
ス
ミ
シ
ー
ズ
の
、
家
庭
的
事
情

と
社
會
的
環
境
に
よ
る
姓
格
の
形
成
に
つ
い
て
の
敍
述
と
、

ハ

I
バ
ラ
I
の
、 

第
一
次
大
戰
の
終
り
か
ら

j

九
ニ
四
年
に
亙
る
シナ
ム
べ_

タ
I

の
政
治
的
經 

濟
的
實
踐
に
つ
い
て
の
分
析
は'
興
味
あ
る
も
の
が
あ
る
。

シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
I
は
、

一
八
八
三
年
ォ

ー

ス
ト
リ
I
に
生
れ
、
十
九
世
紀
的 

文
化
の
觸
熟
し
て
い
る
ヴ
ィ
一
ン
に
お
い
て
敎
育
を
う
け
た
。
ヴ
ィ

I
ザー

、

ボ

4 

1ム
を
師
と
し
、
バ
ゥ
エ
ル
、

ヒ
ル
フ
ァ
|
デ
ィ
ン
グ
を
友
と
す
る
彼 

が
、
近
^
:
!
濟
學
と
歷
史
學
派
更
に
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
の
華
か
な
論
爭
を
體 

驗
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
.
こ
の
體
驗
は
、
彼
に
經
濟
學
的
方
法
の
探 

來
と
い
备
命
を
終
生
負
わ
し
め
た
。
で
は
、

シ
ユ
ム
ぺ
ー
タ

ー

は
、
こ
の
方 

法
論
带
に
對
し
て
ど
ん
な
態
度
を
と
つ
た
か
。
こ
の
問
い
に
對
す
る
解
答
は
、 

本
書
の
全
股
を
通
じ
て
初
め
て
興
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
は
、

こ
こ
で
こ
の
問
題
に
對
す
る
解
決
を
ま
と
め
て
み
，よ
う
。
結
論
を
端
的
に
い
え 

ば
、
シ
ュ
ム
ぺ
I
タ
I
は
、
歷
史
學
派
か
ら
は
そ
の
歷
史
性
を
、
近
§

濟
學 

か
ら
は
そ
の
論
理
的
糈§

を
、

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
か
ら
は
そ
の
體
^

の
壯
大
さ 

を
癖
取
し
、
彼
の
所
謂
シ
ュ
ム
ぺI
タ
|
體
^
な
る
も
の
を
作
り
上
げ
た
の
で 

あ
る
。「

す
べ
て
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
を
恕
す
こ
と
で
あ
る」

と
い
う 

言
葉
を
域
て
彼
は
、
そ

の

霸

の

書

物

(

本
質)

の
序
文
を
始
め
て
い
る
。
方 

法
的W

介
は
、
彼
の
識
の
ー
大
特
質
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
多
櫧
性
、
複

P
 

性
に
も
拘
ら
ず
、
相
對
主
義
と
冷
笑
主
義
に
鹽
す
る
こ
と
な
く
、
折
衷
的
に
で 

は
な
く
、.
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の
體
系
に
統
一.的
に
攝
取
し
て
い
っ
た
彼
の
强
烈
な
知i

立 

性
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
神
祕
的
と
も
い
え
る
彼
の
統
一
的
構
成
に
は
、 

何
人
も
驚
か
さ
れ
る
。
現
實
に
は
、
無
限
の
側
面
が
あ
る
。
過
安
に
お
い
て
經 

濟
學
者
の
意
見
を
分
裂
せ
し
め
た
も
の
は
、
少
か
ら
ず
强
調
點
の
相
違

以
外
の 

何
物
で
も
な
か
っ
た
。
從
っ
て
二
者
擰
ー
的
な
接
近
方
法
に
對
す
る
•賺

の

程

書評及び紹介

 

、

度
が
、
事
實
上
支
配
し
て
い
た
も
の
よ
り
も
、
大
き
け
れ
ば
大
き
い
だ
け
、
進 

步
も
過
去
よ
り
は
、

よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
を
シ

ュ

ム

ぺ

ー

タ

ー

は

强

調

し 

た
。
問
題
は
、
規
實
に
翳
す
る
分
析
で
あ
る
。

「

科
學
は
、

認
識
的
な
論
爭
點 

で
勝
負
の
っ
く
ま
で
斗
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
後
で
兩
者
を
共
通
の
信
條
に
改
宗 

せ
し
め
た
.り
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
論
爭
を
越
え
て

行
く
の
でな
く

、

具
體
的 

な
問
題
に
っ
い
て
の
實
務
的
な
勞
作
が
、
當
面
の
仕
事
の
性
質
に
よ
っ
て
導
か 

れ
る
方
向
に
沿
っ
て
續
行
さ
れ
る
と
い
っ
た
形
で
そ
れ
を
越
え
て
行
く
も
の
で 

あ
る
。

」

シ
ュ
ム
ぺ
I
タ
ー
は
、

過
去
に
お
け
る
經
濟
學
渚
の
意
見
を
分
裂
せ 

し
め
た
も
の
.は
、
强
調
點
の
相
違
で
あ
り
、
そ
れ
を
生
ぜ
し
め
た
も
の
は
、 

科
學
以
前
の「

イ
デ
オ
ロ
ギ
丨
的
免
入
主

」

で
あ
る
と
す
る
。
從
っ
て
彼
が
、 

過
去
の
理
論
を
理
解
せ
ん
と
す
る
場
合
、
そ
の
理
論
を
創
出
し
た
_

の
性
格 

を
も
硏
究
對
象
と
し
た
。
し
か
し
問
題
は
、
そ
れ
だ
け
に
.終
ら
な
か
っ
た
。
彼 

は

「

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン」

を
科
學
以
前
の
段
階
と
し
て
、
お
よ
そ
知
識
の
前
進
の
た 

.め
に
は
不
可
缺
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
一
方
に
お
い
て
、
科
學 

的
硏
究
は
先
入
主
を
排
除
し
、
客
觀
的
な
眞
理
を
啓
示
し
ぅ
る
も
の
で
あ
っ
て 

ほ
し
い
と
も
考
え
た
。
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
！
の

r

藝
術
の
爲
の
藝
術」

、「

眞
理
の 

爲
の
眞
理」

の
言
葉
の
眞
髓
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
出
來
る
。
彼
の
あ
く
こ
と 

を
知
ら
ぬ
知
的
好
奇
心
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
果
し
て
、
そ
れ
が
人 

に
と
つ
て
可
能
な
こ
と
で
あ
る
か
。

彼
は
、

バ
ベ
ル
の
塔
を
建
設
せ
ん
と
し 

た
。

シ
ュ
ム
ぺー

タ
一
の
眞
の
先
祖
は
、
璧
ト
マ
ス.
ア
キ
ナ
ス
で
あ
り
、
プ 

ラ
ト
り
で
あ
る
と
い
っ
た
人
が
い
る
の
も
當
然
で
あ
る
。
所
設
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー 

を
排
除
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
こ
と
は
、
彼
自
身
に
っ
い
て
考
え
れ
ば
解
明
す 

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
科
學
者
は
、
先
入
主
を
排
除
す
る
爲
に
努 

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
彼
の
遺
著

r

經
濟
分
拆
の
歷
史」

に
お
い
て

•
六

五

(

八
九
七)


